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【基本的な取組の方向１】 

個に応じたきめ細かな教育を充実させ、一人一人の個性や可能性を伸ばします 

＜個に応じたきめ細かな指導の充実＞

 高大接続改革や次期学習指導要領を踏まえた「課題の発見・解決に向けた主体的・

対話的で深い学び」の推進により、これからの社会を生き抜くための資質・能力を育

成します。

◇次期学習指導要領（小：Ｈ３２、中：Ｈ３３、高：Ｈ３４実施）を踏まえた授業改善の推進 

◇全国学力・学習状況調査の分析結果を活用した指導方法の改善 

＜多様な学びを保障する学校・仕組みづくり＞

児童生徒の学習に対する興味、関心や進路希望の多様化に対応するため、「県立高

等学校教育推進実施計画（第１期）」（平成２７～３１年度）に基づき、特色ある県立

高等学校づくりを推進します。

◇刈谷北高校：国際教養科を新設（平成３１年度） 

◇二部制単位制定時制高校である城北つばさ高校の開校（平成２９年度） 

◇総合学科の新たな設置（緑丘高校：平成３０年度、知立高校・新城有教館高校：平成３１年度）

＜特別支援教育の充実＞ 

   共生社会の実現に向け、子どもたち一人一人の教育的ニーズに応えるため、次期

「愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つながりプラン）」を策定します。また、過

大化解消のため、特別支援学校を新設します。

◇次期特別支援教育推進計画（平成３１～３５年度）の策定（平成３０年度）

◇特別支援学校の新設

・大府もちのき特別支援学校、刈谷市立刈谷特別支援学校（平成３０年度開校）

・瀬戸つばき特別支援学校（平成３１年度開校予定）、西三河南部地区新設特別支援学校（平成３４年度開校予

定）

◇公立小・中学校における通級指導担当教員の増員、県立高校における通級指導の研究 

＜理数教育の推進＞ 

本県の「ものづくり産業」を維持・発展させていくため、Science（科学）、

Technology（技術）、Engineering（工学）、Mathematics（数学）の４分野に重点を置

いたＳＴＥＭ
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教育により「ものづくり愛知の未来を担う理数工学系人材」を育成し、

成果を普及します。 

◇研究指定校（あいちＳＴＥＭハイスクール）におけるＳＴＥＭ教育の実施 

◇愛知総合工科高校へのＳＴＥＭ教育支援員の配置による小中学校へのＳＴＥＭ教育の普及 

◇ＳＴＥＭ教育魅力発見講座の開催 

＜日本語指導が必要な子どもたちへの支援の充実＞ 

外国人児童生徒の増加及び多国籍化に対応するため、受入体制の整備や日本語学習

支援などにより、小学校入学前から高等学校卒業まで、外国人児童生徒の支援を充実

します。

◇日本語教育適応学級担当教員の配置、語学相談員による訪問指導（小中） 

◇外国人生徒教育支援員の配置（高） 

◇プレスクールの設置の促進、「日本語学習支援基金」の活用、日本語指導ボランティアの養成 

＜貧困状態にある子どもたちへの支援の充実＞ 

学ぶ意欲のある全ての子どもたちに質の高い教育を受ける機会を保障するため、必

要な環境整備と教育費負担の軽減を図り、貧困状態にある子どもたちへの支援を推進

します。

◇児童生徒支援対応教員の配置（小中） 

◇就学支援金、高等学校等奨学金貸付金、公立高等学校等奨学給付金、入学納付金補助、授業料軽減等による修学支援（高）

◇スクールソーシャルワーカーの配置 

◇若者・外国人への学習支援、生活困窮世帯の子どもやひとり親家庭の子どもを対象とした学習支援

あいちの人間像を実現する五つの基本的な取組の方向 

～「あいちの教育ビジョン２０２０」における主な施策の取組の方向～
資 料 

※丸囲み枠内 

・ゴシック体…平成 30年度新規事業

・下線…知事部局所管事業 
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【基本的な取組の方向２】

人としての在り方・生き方を考える教育を充実させ、道徳性・社会性を育みます 

＜道徳教育の充実＞ 

「特別の教科 道徳」の実施（小学校：平成３０年度、中学校：平成３１年度）に

伴い、「考え、議論する」道徳科としての指導方法の改善を図ります。

◇道徳教育総合推進サイト「モラルＢＯＸ」の活用による指導方法の改善・充実

＜いじめ・不登校等への対応の充実＞ 

いじめや不登校等の未然防止、早期発見・早期対応を図り、児童・生徒の心のサポ

ート体制を充実します。

◇スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置 

◇２４時間体制の電話相談の運営、県立学校におけるネットパトロールの実施 

【基本的な取組の方向３】

健やかな体と心を育む教育を充実させ、たくましく生きる力を育みます 

＜幼児教育の充実＞ 

幼児期に育てたい「学びに向かう力」の育成を通じ、生涯にわたる人格形成の基礎を培う

とともに、子どもの発達や学びの連続性を意識した小学校との連携を強化します。

◇「学びに向かう力」の育成に向けた研究の実施と成果の普及、小学校との連携・接続に関する研修の充実 

＜学校体育の充実＞ 

子どもの体力・運動能力を向上させるとともに、子どもたちが日常生活において

も、運動やスポーツに親しんでいくことができるよう、体育に関する活動を充実しま

す。また、平成３０年度に全国高等学校総合体育大会を共同開催します。

◇「子どもの体力向上運動プログラム」の普及、「子どもスポーツふれあい事業」の開催 

◇全国高等学校総合体育大会の開催

・開催地：愛知・三重・静岡・岐阜及び和歌山県で開催（H30.7.26～8.20） 

・愛知県開催競技：水泳（競泳・飛込）、バスケットボール、卓球、ボート、フェンシング、少林寺拳法

【基本的な取組の方向４】 

未来への学びを充実させ、あいちを担う人材を育成します 

＜社会人・職業人としての自立に向けたキャリア教育の推進＞

一人ひとりの子どもたちが、社会の中で生きていくために不可欠な能力を育むた

め、小学校から高等学校まで継続したキャリア教育を推進するとともに、特別支援学

校卒業生の就労支援に取り組みます。

◇魅力あるあいちキャリアプロジェクト（小中）、インターンシップの実施（キャリア教育コーディネーターの活用）（高）

◇就労アドバイザーの配置、「障害のある生徒の就労支援のための映像コンテンツ（動画）」の活用（特支）

＜グローバル化への対応の推進＞

主体性や積極性、課題を発見し解決する力、語学力など、グローバル社会で必要な

力を育むとともに、子どもたちが日本人としての自覚を持ち、主体的に生きていくた

め、自国及び他国の伝統・文化・地理・歴史に対する理解を深め、尊重する態度を育

みます。

◇小学校における英語専科教員の配置 

◇「イングリッシュキャンプ in あいち」の実施、専門高校生海外インターンシッププロジェクトの実施 
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＜環境教育・ＥＳＤの推進＞ 

全国一の加盟校を有する本県ユネスコスクールの活動を継続的に支援、活性化しま

す。

◇ユネスコスクールの連携強化に向けた交流会の開催 

◇先進的な活動をしている大学やＮＰＯ等からの講師の派遣 

＜「オリンピック・パラリンピック教育」の推進＞ 

２０２０年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに本県ゆかりの選手を

多数輩出するための競技力強化と次世代のスポーツ人材育成に取り組むとともに、国

際的な視野から世界の平和に貢献できる人材を育成する国際理解教育を推進します。

◇強化指定選手の強化事業の実施、２０２０年以降活躍が期待できる選手の育成

◇オリンピック・パラリンピック教育推進校における学びの実践と成果の普及、国際大会ボランティアの養成 

＜伝統文化・文化財の継承と新たな文化の創造＞ 

あいちの山車まつりの保存・継承を図り、「あいち山車まつり日本一協議会」の取

組を支援してその魅力を県内外に広く発信するとともに、朝日遺跡の魅力を発信し、

清洲貝殻山貝塚資料館を拡充整備します。

＜生涯学習・スポーツの推進＞ 

生涯にわたって心豊かで充実した生活を送り、明るく活力に満ちた社会を築くた

め、生涯学習やスポーツに参加する機会を充実します。

◇生涯学習推進計画（平成３０～３４年度）の改訂（平成２９年度） 

【基本的な取組の方向５】

学びがいのある魅力的な教育環境づくりを進めます 

＜教員の養成・採用・研修の改善＞ 

平成２９年度に策定した「教員等の資質向上に関する指標」を踏まえ、体系的な研

修を実施します。

◇教員研修の継続的な見直し（平成３０年度～）

＜開かれた学校づくりと多忙化解消への支援＞ 

平成２９年３月に策定した「教員の多忙化解消プラン」に基づき、一人ひとりの

子どもに丁寧に関わりながら質の高い授業や個に応じた指導を実現していくため、教

員の多忙化解消に向けた取組を進めます。

◇長時間労働の是正に向けた在校時間管理の適正化

◇「部活動指導ガイドライン（仮称）」の策定（平成３０年度の早期）、部活動指導員の配置

◇業務改善の取組実践検証校における取組の実施と成果の普及 

＜学校施設・設備の充実＞ 

学校の施設の老朽化が深刻になっていることから、適切な教育環境を確保するため

の老朽化対策を実施するとともに、非構造部材の耐震対策を推進します。

◇「県立学校施設長寿命化計画」の策定（平成３０年度）

◇早期に改修が必要な県立学校建物の大規模改造工事の実施、武道場等吊り天井の耐震対策の実施

◇特別支援学校における空調設備の設置、トイレの洋式化及び床の乾式化、防犯カメラ・緊急通報装置の設置


